講演 : 中小企業の事業継続計画(BCP)について (第23回フロンティア技術検討会 : 企業のリスク管理の考え方とその実践) by 川原場 正義

































層の長さが 450 キロメートルで幅が 200 キロメートル、
この断層が最大で 20〜30 メートル動いたという例のない
ほどの断層のズレだったかと思います。震度に関しては、
最大震度で 7 というエリアもありますし、6 弱から 6 強、
7 が大きな被害を及ぼした地域かと思います。津波に関し
ましても、沿岸部に大きな津波が襲っております。被害




























































































































うことで、過去 50 年間にマグニチュード 9 クラスの地震
を挙げたものです。環太平洋火山帯というなかで、過去






思います。しかし、世界的に見れば、50 年間に 7 回も起
きている訳だから、それほど希な規模の地震とは言えな
いんじゃないか。 
































南海地震、これは 3 連動するとか、日向灘まで続いて 4
連動するとか言われていますが、これは非常に確率が高
い地震になっています。この単一の震源域、南海とか東




























































































































































































































































































































































小型部品の製造と納入。特に主要 5 品目は 14 日で出すよ
うにしようとか。そういった形で、重要業務と目標復旧
時間を仮決めしていきます。 









































































































 最後、ステップ 6 ですけれども、作っただけでは、絵
に描いた餅になってしまいますので、実効性のあるもの
にするため、対策を実施し、（BCP）の定着化、見直しと
いうことで、やっていくわけですけれど、対策はケース
スタディのところで挙げたように、いつまでに何をして
いくというのを明確にするのが非常に重要かと思います。
大事なのは、（BCP）の定着、維持、改善のための施策と
いうことで、マネジメントの仕組みを作ってしまうとい
うことです。毎年 1 回は見直しを行うとか、いついつに
は訓練を行うとか、（BCP）を作った段階で、一緒に作っ
ていくということで、維持管理というのもスムーズに行
えるのではないかと思います。先般の地震の前に、（BCP）
を作ってなんのメンテナンスもしていなくて、全然使え
なかったという企業が結構ありました。われわれの方に
見直しをしたいということもあって、メンテナンスをし
てすぐに使える状態にしておくというのが非常に重要だ
と考えています。以上、駆け足になって申しわけなかっ
たんですが、今回のお話を終わらせていただきます。 
 
 
 
-60-
